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榎本知郎 ･中野まゆみ ･花本秀子 (東海大 ･医 ･形態)･
松林清明 (京都大 ･霊長研 ･進化モデル)
大空望獅人狼において､和子形成や約兆形態が杓子奴争を含めた繁殖戦略の様相とどのように
関連しているか検討するため､杓子形成と梢鵜形態を比較した｡
ゴリラ (N=11)､チンパンジー (N=11)､オランウータン (N=6)から､オートプシーとバイ
オプシーによって柵兆サンプルを採取した｡これらをフォルマリンで固定､パラフィン包埋､4
〝m で持切､ヘマ トキシリン･エオシン (HE)および PAS-ヘマトキシリンで染色した｡また､
ライデイヒ細胞を検出するため､テストステロンを免疫組織化学的に染色した｡さらに対照のた
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